
Mademoiselle（マドモアゼル）

　New　Ybrk：Street　and　Smith　Publications，1935－2001

　1935年2月アメリカで創刊された本誌は、若い女性を対象とする新たな雑誌市場を開拓したtt実際

には1号nが不評だったため翌月号を休fllにし、新たにベッツィー・ブラックウェル（Betsy　Talbot

Blackwel1）を編集長に据えて再出発した4月号が原点である。1971年6月号までの長期間編集長を務

めたブラックウェルのもと、「New　Woman」や「MS」など多様な女性誌が出現する1970年代までほ

ぼこの市場を独占していた．ちなみにコンデ・ナスト社のヤングレディ向け雑誌「Glamour　of

Hollywood」（1931年創刊、後の「Glamour」）は、本誌の成功を見てハリウッド的な部分を削り、

「Mademoiselle」寄りに編集方針を軌道修正している、．創刊25周年に当たる1960年2月号の同編集長に

よる記念挨拶記事によると、本誌は初めてひとつの号の売上げが100万ドルを超えた雑誌であり、ま

た1947年8月号のボリュームは、1960年までに発行された雑誌のなかで最大の432ページに達した。

　当時アメリカでセブンシスターズと呼ばれていた7大女性誌が良妻賢母のための雑誌だったのに対

し、“The　magazine　for　smart　young　women”をキャッチフレーズとした本誌は、ファッションを主要

項目のひとつとしながらも、知的な若い女性たち（大学生および20代前半の白人中産階級）、自分自

身で生き方を決める女性のためのガイドや相談役としての雑誌を目指した。このことはとくに、

1937年7月号においてアメリカで初めて「女性の職業」を特集した（しかも全ページ）ことに顕著に

現われている。この職業特集は単に各種職業の紹介にとどまらず、キャリア的に成功するためのア

ドバイスまでしていた。その後も“College”、“Jobs　and　futures”、“College　and　careers”などをレギュ

ラーテーマとし、結婚・ボーイフレンド・中絶・セックスなどについても専門家による論評とQ＆

　　　　　　　　　　　　　　　　Aを連載した。それら連載記事や関連特集のなかで、女性に

1945年8月5｝（学生編集｝｝）この年初演の

ミュージカル「Brigadoon」からイメージを

得た、スコットランド風ファッション

とっての大学進学や職業を持つことの意義、18歳での参政権

について、性差別、中絶の違法性など、様々な問題を取りヒ

げている。

　同じく継続された特集に、女子大生による編集号がある。

1975年までの8月号は毎年全米の優良大学・カレッジから選ば

れた20名のゲスト編集者によってすべて編集され、通常の月

よりかなり分厚いボリュームになっている。彼女らはページ

構成から掲載ファッションの選択、各界で成功している先輩

女性たちへのインタビューまで自分たちの感性で行なってお

り、まさに当時の女子大生たちの感性や意識を知る良い材料

となっている。

　本誌は創刊より毎号、A．モラビア、　F．サガン、コレット

などの大物作家およびアメリカの新人作家による小説や詩な

どを掲載していた。後者のなかには後に世界的な名声を得る、

A．ショー、C．マッカラーズ、　W．フォークナー、　T．ウィリ
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アムズ、T．カポーティーなどが含まれていた。1960年2月号にはこれらのアンソロジーを25周年記

念として出版することが誇らしく記されている。創刊当初の出版社、ストリート・アンド・スミス

社（1962年2月コンデ・ナスト社が吸収）はいわゆるパルプマガジンの出版社であったが、本誌が教

養ある若い女性たちにふさわしい、また歓迎される小説家を求めて数多くの才能を発掘したことは

特筆すべきことだろう。1972年には、“Fiction＆Belles　lettres（小説と純文学）一”部門でアメリカのナ

ショナル・マガジン・アワード＊を受賞した。本誌はさらに女性の才能を発掘し発表する場を与える

ため、読者対象の小説や詩、イラストなどの作品コンテストも行なっていた。

　ファッションの面では、若い人たちに適正な価格の、かつ斬新なファッションを紹介することを

モットーとしていた。パリのファッション情報を伝えながら同時にアメリカの新人デザイナーにも

注目している。また衣服からシューズにいたる掲載商品の価格と全米中の取扱い小売店リストの掲

載など、その後常識化した工夫を初めて実施した雑誌である。外国の風物を紹介する海外取材ペー

ジも1950年代から連載しており、「日本特集号」と銘打たれた58年12月号では京都など日本各地の

風景をバックにしたファッション誌面のほか、川端康成の短編も掲載している。

　すでに1960年代後半からの特集に“sexジがキーワードとして出現しはじめるが、70年代にはま

だヤングファッションらしいカレッジウェアやヒッピースタイル、スポーティーウェアが見られる。

しかし職業・キャリアに関する特集がどの女性誌でも見られるようになった頃から、本誌ではそれ

らに割くページが減っていき、80年代からはボディシェイプとダイエット関連および男性研究の特

集ページが多くなった．また小説のかわりに映画や音楽などのエンターテイメント類や、いわゆる

「セレブ」の話題を載せるようになる。ファッションやメイクは　“sexy”を第一に追求するようにな

り、学生らしい健康的な要素は次第に姿を消していく。読者層の早熟化とライフスタイルの変化、

多様なライバル誌出現に対処するための必然的な変化であったと思われるが、その結果、本誌はそ

の独自性を失っていった．1994年からは、“Fashion，　Beauty，　Love，　Sex，　Relationship，　Men、　Health，

Fitness”のようなキャッチフレーズを表紙に掲げ、トレンディーなレディス雑誌のイメージを強調し

ようとしたが、「Cosmopolitan」などの競合誌とさほどかわり映えがせず、ファッション誌としても

中途半端なままであった。

　2000年4月に就任した最後の編集長は心機・転を図り、同年8月号表紙には“New”と大きく銘打

つ。しかし実際には内容刷新というほどでもなく、再度チャレンジした2001年6月号でも新たな読者

層をつかめないまま、同年11月号で休刊を迎えた。その休刊を通知するホームページでは定期購読

者に対して、皮肉にも同じコンデ・ナスト社のヤングレディ誌でかつては本誌を追従した「Glamour」

への移行を勧めている。このことはまさに本誌の存在意義消失を象徴している。

　折しも、最終号となった2001年11月号の編集中に「9．11全米多発テロ」が発生。その1週間後、

まだツインタワー崩壊現場から立ち上る塵煙が窓の外にたちこめているなかで書かれた「Letter　from

the・editor（編集者のページ）」はこの惨事に対する悲しみと困惑のコメントで占められている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福田紀子）

＊　ナショナル・マガジン・アワード＝ASME（The　American　Soc｜ely　of　Magazine　Editors＝米国雑誌編集者会）が米国内刊行

　の市販雑誌を対象に、1966年以来毎年優秀な雑誌に“Z　rj・する賞
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